
招
 待
 券

招
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招
 待
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招
 待
 券

招
 待
 券

招
 待
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⇨右上の招待券を切り取ってお持ちください。町内1家族まで無料にてご覧いただけます。

■場　　所　富士見町高原のミュージアム（コミ･プラ2階） ■入館料　大人 300円、子ども150円
■開館時間　午前10時～午後5時（入館 午後4時30分まで） 　　　　　諏訪地域の小中学生は無料
■休 館 日　月曜日（月曜が祝日の場合は翌日）

博物館

博
物
館
企
画
展

博
物
館
企
画
展

問合せ　富士見町高原のミュージアム　電話 0266-62-7930

図書館イベント情報図書館イベント情報

博物館イベント情報博物館イベント情報

●8月18日(日) 図書館上映会

　「トムとジェリー ～ジェリー街へ行く～」

　「後藤吉久さんによるギャラリートーク」

　「げんきげんきノンタン　
　　～きらきらシャンシャンおほしさま～」

定　員：60名（先着順）
会　場：コミュニティ・プラザ　ＡＶホール
対　象：小学生以下　
※小学生未満は保護者同伴でお願いします。
　参加は無料です。
問合せ：富士見町図書館　電話 0266-62-7930

●8月10日(土) 後藤吉久さんによるギャラリートーク＆ワークショップ

会　場：富士見町高原のミュージアム
時　間：午前中随時
予約不要。入館料のみでご参加いただけます。　

　・「ワークショップ」　誰でも楽しめるインクアートを体験できます
　インクアートで素敵な世界をつくろう!
会　場：コミュニティ・プラザ　2階大会議室
時　間：午後1時～3時30分
※予約不要・参加費無料・出入り自由。お気軽にご参加ください

時　間：午前11時00分～（上映時間30分間）

時　間：午後1時30分～（上映時間60分間）

西條　奈加　著小説「バタン島漂流記」

　江戸時代。船大工を志すものの挫折し、水夫に鞍替え
した和久郎は、屈折を抱えながらも廻船業に従事してい
たが、ある航海の折、船が難破してしまう。
　大海原を漂うこととなった船乗りたちに絶望的な試練
が襲う。
　荒れ狂う海と未知の島、そして異国の民。史実に残る
海難事故を元とした海洋冒険小説。

富士見町図書館HP

☎62-7930（図書館・博物館）

図書館
博物館 コーナー
図書館
博物館 コーナー
図書館
博物館 コーナー ■開館時間／通　常・・・午前9時30分～午後6時

火曜日・・・午前9時30分～午後7時
■URL https://www.town.fujimi.lg.jp/site/library1/

新着おすすめ Book新着おすすめ Book

図書館

★電話・webまたはカウンターでご予約ください

8月 6日
   13日
   20日
   27日

   

おばけのおはなし
山のおはなし
おはなしいろいろ
野菜のおはなし・誕生会

　　　

午前11時～ 

8月 3日
  10日
  17日
  24日
  31日

夏の楽しみのおはなし
そらのおはなし
むしのおはなし
英語のおはなし会
今日のおはなしなあに

午前11時～ 

おはなし会（火曜日）おはなし会（火曜日）

おはなし会（土曜日）おはなし会（土曜日）「ふじみ子どもの本の会」ほか

長野県諏訪郡富士見町富士見 3597-1
コミュニティ・プラザ内  富士見町公民館
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Ｅメール：kouminkan@town.fujimi.lg.jp

〒399-0211
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『ホッホ君』

我
が
家
の
北
側
に
は
、
神
社
に
通
じ
る
隣
村
の
区
有
林

が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
恩
恵
を
受
け
て
き
た
。

そ
こ
に
は
樹
齢
１
０
０
年
を
超
え
る
松
の
並
木
や
直
径

１
ｍ
も
の
ケ
ヤ
キ
の
他
、
ク
ル
ミ
、
コ
ブ
シ
な
ど
の
大
き

な
樹
が
何
本
か
あ
り
、
そ
の
南
側
に
は
あ
ま
り
車
の
通
ら

な
い
農
道
も
あ
る
た
め
、
朝
夕
の
犬
の
散
歩
に
は
小
鳥
の

声
を
聞
き
な
が
ら
利
用
し
て
い
た
。
ク
ル
ミ
の
木
に
は
リ

ス
が
時
々
顔
を
見
せ
る
の
で
、
リ
ス
と
の
出
会
い
も
楽
し

み
の
一
つ
だ
っ
た
。
林
の
中
に
は
珍
し
い
植
物
も
あ
り
、
秋
に
は

キ
ノ
コ
も
顔
を
出
す
た
め
に
、
時
々
は
犬
と
一
緒
に
林
の
中
に

入
っ
て
そ
れ
ら
を
探
し
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
伐
採
業
者
か
ら
「
北
側
の
林
を
切
る
の
で
騒

音
が
し
ま
す
が
・
・
・
」
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。
間
も
な
く
通
行
止

め
の
看
板
が
立
ち
、
大
型
の
重
機
が
入
っ
て
伐
採
が
始
ま
っ
た
。

神
社
へ
の
参
道
な
の
で
、
せ
め
て
樹
齢
百
年
越
の
松
ぐ
ら
い
は
残

す
の
か
と
思
い
き
や
、
伐
採
業
者
に
聞
く
と
全
て
の
木
を
切
っ
て

整
地
し
、
カ
ラ
マ
ツ
を
植
え
る
と
い
う
。
　

後
で
聞
い
た
話
だ
が
、
皆
伐
す
れ
ば
国
か
ら
の
補
助
金
が
あ
る

た
め
土
地
所
有
者
に
は
費
用
が
掛
か
ら
な
い
ら
し
い
・
・
・

今
で
は
業
者
に
依
頼
し
て
木
を
切
る
と
、
大
き
さ
に
も
よ
る
が

１
本
何
万
円
も
か
か
る
と
い
う
。
一
方
、
最
近
は

ベ
ニ
ヤ
板
な
ど
に
加
工
し
た
り
、
チ
ッ
プ
に
し
た

り
と
樹
種
を
問
わ
ず
材
木
の
需
要
が
多
い
そ
う

で
、
早
朝
か
ら
大
型
の
ト
ラ
ッ
ク
で
何
台
も
運
び

出
し
て
い
た
。
そ
し
て
景
観
は
す
っ
か
り
変
わ
っ

て
し
ま
っ
た
。
伐
採
後
は
整
地
さ
れ
、
あ
ま
り
歓

迎
さ
れ
な
い
カ
ラ
マ
ツ
が
植
え
ら
れ
た
。

神
宮
外
苑
の
イ
チ
ョ
ウ
並
木
も
伐
ら
れ
る
こ
と

が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
富
士
見
町
で
も
大
規
模

伐
採
が
行
わ
れ
て
い
る
け
れ
ど
、
山
林
の
機
能
や

周
辺
住
民
の
要
望
を
無
視
し
た
施
策
に
は
疑
問
を

感
じ
る
。
ま
た
、
今
年
６
月
か
ら「
森
林
環
境
税
」

が
一
人
年
間
千
円
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

が
・
・
・
は
て
？
　

中
村
守
男

女学生時代の友人と千野敏子（中央）

日 月 火 水 木 金 土

コミプラ前の記念碑コミプラ前の記念碑

コミプラ開設時コミプラ開設時

白抜き …休館日　★印…イベント実施日　　 …20冊貸出

P2～3
P4
P5
P6

【特集】真実を求め続けた「千野敏子」
生涯学習課講座等年間スケジュール
第58回富士見町総合文化祭参加者募集
図書館・博物館コーナー

ご
た
つ

か
い
ば
つ

8
月

1
8

15
22
29

2
9

16
23
30

3
10
17
24

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21
28

公民館
インスタグラム 『後藤 吉久が描く絵と物語 ～ボクのひみつの森～』『後藤 吉久が描く絵と物語 ～ボクのひみつの森～』

期間：７月５日（金）～８月25日（日）
岡谷市出身の後藤吉久氏のアート作品を展示します。『ボクのひみつの森』という物語は少年の心の
奥底にある森が成長していくお話です。今回のテーマは『心の森』です。ゆっくりと物語を読みながら
作品をご覧ください。

『後藤 吉久が描く絵と物語 ～ボクのひみつの森～』

高原晴雨高原晴雨

9
月

3
10
17
24
31

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21
28

1
8

15
22
29

2
9

16
23
30

千野敏子 生誕100年千野敏子 生誕100年
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教員時代の千野敏子

大月書店版

童心社版

最初の碑

富士見小学校へ移設の碑

　
富
士
見
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ザ

は
、
平
成
６
年
に
開
館
し
、
今
年
で
三

十
周
年
と
な
り
ま
す
。
町
の
文
化
発

展
・
文
化
交
流
の
中
心
拠
点
と
し
て
、

ま
た
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
も
多
く
の

町
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
施
設
で
す
。

　
建
物
の
前
庭
に
は
有
名
な
尾
崎
喜
八

の「
富
士
見
に
生
き
て
」の
碑
の
他
に
、

千
野
敏
子
の
碑
が
あ
り
ま
す
。

　
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
、
こ
の
碑

に
ま
つ
わ
る『
葦
折
れ
ぬ
』の
作
者
、
千

野
敏
子
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し
た
。

真
実
を
求
め
続
け
た

千

野

敏

子

千
野
敏
子
に
つ
い
て

記
念
碑
に
つ
い
て

碑
前
献
花
式

『
葦
折
れ
ぬ
』
に
つ
い
て

あ
と
が
き

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ザ
内
の
図
書
館
開

設
準
備
の
た
め
の
、
図
書
整
理
の
手
伝
い
を

す
る
中
で
、
千
野
敏
子
の『
葦
折
れ
ぬ
』の
こ

と
を
知
り
、
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
の

様
々
な
制
約
が
あ
っ
た
戦
時
下
に
あ
っ
て
、

真
実
を
追
究
し
続
け
た
千
野
敏
子
の
思
い
を

後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

特 

集

〈
参
考
資
料
〉

「
富
士
見
町
誌 

下
巻
」

「
葦
折
れ
ぬ 

追
想
」

「
夭
折
の
天
才
群
像
」

「
信
州
異
端
の
近
代
女
性
た
ち
」

「
世
界
平
和
へ
の
祈
り

　
　―

戦
後
六
十
周
年
戦
争
体
験
記―

」

「
写
真
で
か
た
る
二
葉
百
年
の
あ
ゆ
み
」

「
千
野
敏
子
メ
モ
リ
ア
ル
フ
ォ
ト
」

「
富
士
見
高
原
の
文
学
碑
を
訪
ね
て
」

「
富
士
見
高
原
愛
好
会
会
報
第
13
号
」

「
南
原
山
」

「
信
濃
毎
日
新
聞
（
Ｈ
29
・
10
・
31
）

　
（
戦
時
下 

千
野
敏
子
の
青
春
）
」

大
正
13（
一
九
二
四
）年
、
諏
訪
郡
上

諏
訪
町（
現
諏
訪
市
）に
て
、
両
親
共
に

小
学
校
教
師
の
千
野
俊
次
、
の
ぶ
の
二

女
と
し
て
生
ま
れ
る
。

諏
訪
高
等
女
学
校（
現
諏
訪
二
葉
高

校
）本
科
に
進
学
し
、
三
井
為
友
氏（
富

士
見
村
大
平
出
身
）の
授
業
を
受
け
、
三

木
清『
人
生
論
ノ
ー
ト
』の
輪
読
会
に
も

参
加
し
て
い
た
。
国
内
外
の
数
多
く
の

文
学
作
品
を
読
み
、
影
響
を
受
け
る
と

共
に
、
補
習
科
一
年
生
の
と
き
か
ら
、

日
記
と
は
別
に
、
自
由
な
思
索
を「
真
実

ノ
ー
ト
」と
名
付
け
、
書
き
始
め
た
。

昭
和
17（
一
九
四
二
）年
、
諏
訪
高
等

女
学
校
補
修
科
修
了
後
、
富
士
見
国
民

学
校
に
代
用
教
員
と
し
て
赴
任
す
る
。

栗
生
地
区
に
下
宿
し
、
自
炊
生
活
を

送
っ
て
い
た
。

昭
和
21（
一
九
四
六
）年
五
月
、
過
労

と
衰
弱
の
た
め
教
壇
に
て
倒
れ
、
八
月

二
日
　
腸
閉
塞
に
よ
り
22
才
で
逝
去
し
、

諏
訪
市
温
泉
寺
に
埋
葬
さ
れ
た
。
回
復

が
お
ぼ
つ
か
な
い
ほ
ど
身
体
が
弱
っ
て

い
た
の
は
、「
真
実
」を
追
い
求
め
る
あ

ま
り
、
戦
後
の
食
糧
難
の
時
代「
闇
買

い
」を
拒
否
し
て
栄
養
失
調
に
陥
っ
て
い

た
た
め
で
、
自
ら
に
厳
し
い
生
き
方
を

示
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
千
野
敏
子
が
、「
よ
き
友
を
得
た
い
　

真
実
の
世
界
に
住
み
た
い
　
こ
れ
が
、

現
在
の
私
の
最
も
切
な
る
願
望
で
あ

る
。
そ
し
て
私
は
い
か
に
す
れ
ば
、
こ

の
願
望
が
か
な
え
ら
れ
る
か
を
知
ら
な

い
。」と
扉
に
書
き
つ
け
た「
真
実
ノ
ー

ト
」は
、
終
戦
の
翌
年
病
に
倒
れ
る
ま

で
続
け
ら
れ
た
。

こ
の「
真
実
ノ
ー
ト
」全
四
冊
は
、
敏

子
の
死
後
、
両
親
の
意
思
を
託
さ
れ
た

女
学
校
時
代
の
恩
師
三
井
為
友
氏
に
よ

り『
葦
折
れ
ぬ
　
一
女
学
生
の
手
記
』（
大

月
書
店
　
初
版
一
九
四
七
・
九
・
二
〇
）

と
い
う
遺
稿
集
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

三
井
氏
は
、
パ
ス
カ
ル
の「
人
間
は
葦
で

あ
る
。
考
え
る
葦
で
あ
る
」と
い
う
言
葉

を
思
い
出
し
、
こ
の「
考
え
る
葦
」が
挫

折
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
か
ら
、
本
の
題

名
を「
真
実
ノ
ー
ト
」で
は
な
し
に『
葦
折

れ
ぬ
』に
し
よ
う
と
考
え
、…

…

戦
争
と

い
う
嵐
が
無
残
に
も「
考
え
る
葦
」を

折
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
点
に
重
点
を

置
い
た…

…

と
の
こ
と
で
あ
る
。

初
版
本
は
表
紙
に
文
字
を
入
れ
ず
、

「
ド
ガ
の
踊
子
」の
原
色
画
だ
け
で
、
扉

の
文
字
の
背
景
に
淡
青
色
写
真
に
よ
る

ロ
ダ
ン
の「
パ
ン
セ
」、
目
次
の
裏
に
パ

ス
カ
ル
の
言
葉
、
親
し
い
二
人
の
友
人

と
一
緒
に
写
し
た
も
の
と
絶
筆
の
写
真

を
末
尾
に
入
れ
、
極
め
て
粗
末
な
紙
に

印
刷
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

多
く
の
反
響
を
呼
び
、
表
紙
に
活
字
文

字
を
入
れ
た
り
、
末
尾
の
写
真
を
前
に

移
し
た
り
、
表
紙
や
背
文
字
を
三
井
氏

の
手
書
き
文
字
に
す
る
等
の
細
か
い
変

更
が
な
さ
れ
、
重
版
が
何
度
も
出
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
全
国
の
多
く
の
読
者
か
ら

本
文
中
に
出
て
く
る
日
記
も
是
非
公
刊

し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
に
応
え
、
敏
子

の
両
親
に
懇
願
し
、
日
記
帳
と
栗
生
自

炊
日
記
の
中
か
ら
ご
く
一
部
と
作
文
等

を
付
け
た
増
補
版
が
発
行
さ
れ
た
。
こ

れ
に
は
敏
子
の
女
学
校
時
代
の
友
人
矢

崎
澪
子
さ
ん
の「
真
実
へ
の
情
熱
」文

と
、
諏
訪
出
身
の
作
家
藤
森
成
吉
氏
の

跋（
あ
と
が
き
）、
三
井
氏
の「
お
ぼ
え
が

き
」も
書
き
加
え
ら
れ
た
。

大
月
書
店
か
ら
は
一
九
五
五
年
に
大

月
新
書
の
一
冊
に
も
な
り
、一
九
六
三
年

に
は
学
習
研
究
社
の「
高
一
コ
ー
ス
」別

冊
付
録
と
し
て
抄
本
が
出
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
童
心
社
か
ら「
若
い
人
の
図

書
館
」双
書
の
一
冊
と
し
て
、
新
し
く

『
葦
折
れ
ぬ　―

千
野
敏
子　真
実
ノ
ー
ト
』

（
三
井
為
友
・
編
　
初
版
一
九
七
三
・
六
）

が
刊
行
さ
れ
、
作
家
の
早
乙
女
勝
元
氏

が「
私
の
青
春
の
日
の
少
女―

一
読
者
と

し
て
」と
い
う
あ
と
が
き
を
寄
せ
て
い
る
。

敏
子
の
遺
言
に
も
な
っ
た
絶
筆
の
碑

を
建
て
よ
う
と
い
う
声
は
初
版
が
出
て

ま
も
な
く
起
こ
り
、
賛
同
し
た
上
諏
訪

の
笠
原
書
店
主
が
店
先
に
募
金
箱
を
置

く
と
、
多
く
の
人
の
協
力
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
発
行
元
の
大
月
書
店
社
長
も
必

要
経
費
の
半
分
以
上
を
持
っ
た
と
い
う
。

絶
筆
の
文
字
を
入
れ
る
こ
と
は
困
難

な
た
め
、
本
文
中
の
言
葉
を
組
み
合
わ

せ
た
単
純
な
も
の
を
石
に
刻
ん
だ
。
背

面
に
は
、
敏
子
の
略
歴
、
建
碑
の
い
き
さ

つ
が
書
か
れ
、
末
尾
に
は
、「
時
一
九
四

八
年
十
月
　撰
ハ
三
井
為
友
　書
ハ
鈴
木

竹
影
　刻
ハ
守
屋
由
吉
ナ
リ
」と
記
さ
れ

た
。

本
人
が
絶
筆
で
希
望
し
た「
学
有
林
の

泉
の
ほ
と
り
」は
、
富
士
見
村
所
有
地
に

あ
り
、
学
有
林
の
間
伐
材
は
学
校
の
薪

に
、
畑
は
食
糧
増
産
の
た
め
、
子
ど
も
達

や
先
生
が
耕
し
て
い
た
場
所
で
あ
っ

た
。
け
れ
ど
も
、
戦
後
、
開
拓
村
と
し
て

入
植
が
行
わ
れ
、
森
が
伐
採
さ
れ
て
大

き
な
畜
舎
が
建
ち
、
以
前
と
は
趣
も
変

わ
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
富
岡
分
村（
現

南
原
山
区
）共
有
地
の
氏
神
社
の
裏
手

（
現
南
原
山
区
グ
ラ
ン
ド
付
近
）に
富
士

見
小
学
校
を
望
む
向
き
で
建
て
ら
れ
た
。

後
に
、
台
風
被
害
で
氏
神
社
殿
崩
壊

に
よ
る
移
転
や
、
多
数
の
碑
文
拓
本
採

取
で
碑
面
が
摩
耗
の
た
め
、
碑
の
再
建

が
な
さ
れ
た
。
絶
筆
の
文
字
を
ブ
ロ
ン

ズ
の
浮
き
彫
り
に
し
、
一
九
六
五
年
泉

に
近
い
場
所
（
南
原
山
区
久
保
田
さ
ん

私
有
地
）
に
移
転
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
泉
が
埋
め
立
て
ら
れ
た
後

の
一
九
八
四
年
、
富
士
見
小
学
校
に
移

さ
れ
、「
葦
折
れ
ぬ
の
碑
を
め
ぐ
っ
て
」

と
し
て
、
敏
子
の
略
歴
と
記
念
碑
の
説

明
が
書
か
れ
た
副
碑
も
添
え
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ザ

開
館
を
機
に
、
噴
水
の
脇
に
建
て
ら

れ
、
公
園
整
備
工
事
中
は
一
時
解
体
保

管
と
な
っ
て
い
た
が
、
ゆ
め
ひ
ろ
ば
富

士
見
完
成
後
、
現
在
の
場
所
に
再
設
置

さ
れ
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ザ
に
再
設
置

後
、
令
和
４
年
か
ら
命
日
に
碑
前
献
花

式
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ

は
、
富
士
見
を
愛
し
た
千
野
敏
子
の
冥

福
を
祈
り
、
恒
久
平
和
へ
の
誓
い
を
新

た
に
す
る
も
の
と
し
て
、
町
教
育
委
員

会
関
係
者
や
町
民
有
志
が
参
列
し
て
い

る
。
今
年
も
、
八
月
二
日（
金
）に
開
催

を
予
定
し
て
い
る
。

・
真
実
ノ
ー
ト
　
第
一
冊

〈
S
16
・
8‒

S
16
・
11
　
17
才
〉

・
真
実
ノ
ー
ト
　
第
二
冊

〈
S
16
・
11‒

S
17
・
2
　
17‒

18
才
〉

・
真
実
ノ
ー
ト
　
第
三
冊

〈
S
17
・
2‒

S
17
・
8
　
18
才
〉

・
真
実
ノ
ー
ト
　
第
四
冊

〈
S
17
・
9‒

S
21
・
3
　
18
才‒

22
才
〉

新
た
な
碑
文
（
絶
筆
）

真
実
は
か
な
し
き
か
な
。

　
　
そ
れ
は
つ
い
に
反
逆
視
せ
ら
れ

最
初
の
碑
文

　

ば
つ

み
お

こ
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教員時代の千野敏子

大月書店版

童心社版

最初の碑

富士見小学校へ移設の碑

　
富
士
見
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ザ

は
、
平
成
６
年
に
開
館
し
、
今
年
で
三

十
周
年
と
な
り
ま
す
。
町
の
文
化
発

展
・
文
化
交
流
の
中
心
拠
点
と
し
て
、

ま
た
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
も
多
く
の

町
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
施
設
で
す
。

　
建
物
の
前
庭
に
は
有
名
な
尾
崎
喜
八

の「
富
士
見
に
生
き
て
」の
碑
の
他
に
、

千
野
敏
子
の
碑
が
あ
り
ま
す
。

　
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
、
こ
の
碑

に
ま
つ
わ
る『
葦
折
れ
ぬ
』の
作
者
、
千

野
敏
子
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し
た
。

真
実
を
求
め
続
け
た

千

野

敏

子

千
野
敏
子
に
つ
い
て

記
念
碑
に
つ
い
て

碑
前
献
花
式

『
葦
折
れ
ぬ
』
に
つ
い
て

あ
と
が
き

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ザ
内
の
図
書
館
開

設
準
備
の
た
め
の
、
図
書
整
理
の
手
伝
い
を

す
る
中
で
、
千
野
敏
子
の『
葦
折
れ
ぬ
』の
こ

と
を
知
り
、
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
の

様
々
な
制
約
が
あ
っ
た
戦
時
下
に
あ
っ
て
、

真
実
を
追
究
し
続
け
た
千
野
敏
子
の
思
い
を

後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

特 

集

〈
参
考
資
料
〉

「
富
士
見
町
誌 

下
巻
」

「
葦
折
れ
ぬ 

追
想
」

「
夭
折
の
天
才
群
像
」

「
信
州
異
端
の
近
代
女
性
た
ち
」

「
世
界
平
和
へ
の
祈
り

　
　―

戦
後
六
十
周
年
戦
争
体
験
記―

」

「
写
真
で
か
た
る
二
葉
百
年
の
あ
ゆ
み
」

「
千
野
敏
子
メ
モ
リ
ア
ル
フ
ォ
ト
」

「
富
士
見
高
原
の
文
学
碑
を
訪
ね
て
」

「
富
士
見
高
原
愛
好
会
会
報
第
13
号
」

「
南
原
山
」

「
信
濃
毎
日
新
聞
（
Ｈ
29
・
10
・
31
）

　
（
戦
時
下 

千
野
敏
子
の
青
春
）
」

大
正
13（
一
九
二
四
）年
、
諏
訪
郡
上

諏
訪
町（
現
諏
訪
市
）に
て
、
両
親
共
に

小
学
校
教
師
の
千
野
俊
次
、
の
ぶ
の
二

女
と
し
て
生
ま
れ
る
。

諏
訪
高
等
女
学
校（
現
諏
訪
二
葉
高

校
）本
科
に
進
学
し
、
三
井
為
友
氏（
富

士
見
村
大
平
出
身
）の
授
業
を
受
け
、
三

木
清『
人
生
論
ノ
ー
ト
』の
輪
読
会
に
も

参
加
し
て
い
た
。
国
内
外
の
数
多
く
の

文
学
作
品
を
読
み
、
影
響
を
受
け
る
と

共
に
、
補
習
科
一
年
生
の
と
き
か
ら
、

日
記
と
は
別
に
、
自
由
な
思
索
を「
真
実

ノ
ー
ト
」と
名
付
け
、
書
き
始
め
た
。

昭
和
17（
一
九
四
二
）年
、
諏
訪
高
等

女
学
校
補
修
科
修
了
後
、
富
士
見
国
民

学
校
に
代
用
教
員
と
し
て
赴
任
す
る
。

栗
生
地
区
に
下
宿
し
、
自
炊
生
活
を

送
っ
て
い
た
。

昭
和
21（
一
九
四
六
）年
五
月
、
過
労

と
衰
弱
の
た
め
教
壇
に
て
倒
れ
、
八
月

二
日
　
腸
閉
塞
に
よ
り
22
才
で
逝
去
し
、

諏
訪
市
温
泉
寺
に
埋
葬
さ
れ
た
。
回
復

が
お
ぼ
つ
か
な
い
ほ
ど
身
体
が
弱
っ
て

い
た
の
は
、「
真
実
」を
追
い
求
め
る
あ

ま
り
、
戦
後
の
食
糧
難
の
時
代「
闇
買

い
」を
拒
否
し
て
栄
養
失
調
に
陥
っ
て
い

た
た
め
で
、
自
ら
に
厳
し
い
生
き
方
を

示
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
千
野
敏
子
が
、「
よ
き
友
を
得
た
い
　

真
実
の
世
界
に
住
み
た
い
　
こ
れ
が
、

現
在
の
私
の
最
も
切
な
る
願
望
で
あ

る
。
そ
し
て
私
は
い
か
に
す
れ
ば
、
こ

の
願
望
が
か
な
え
ら
れ
る
か
を
知
ら
な

い
。」と
扉
に
書
き
つ
け
た「
真
実
ノ
ー

ト
」は
、
終
戦
の
翌
年
病
に
倒
れ
る
ま

で
続
け
ら
れ
た
。

こ
の「
真
実
ノ
ー
ト
」全
四
冊
は
、
敏

子
の
死
後
、
両
親
の
意
思
を
託
さ
れ
た

女
学
校
時
代
の
恩
師
三
井
為
友
氏
に
よ

り『
葦
折
れ
ぬ
　
一
女
学
生
の
手
記
』（
大

月
書
店
　
初
版
一
九
四
七
・
九
・
二
〇
）

と
い
う
遺
稿
集
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

三
井
氏
は
、
パ
ス
カ
ル
の「
人
間
は
葦
で

あ
る
。
考
え
る
葦
で
あ
る
」と
い
う
言
葉

を
思
い
出
し
、
こ
の「
考
え
る
葦
」が
挫

折
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
か
ら
、
本
の
題

名
を「
真
実
ノ
ー
ト
」で
は
な
し
に『
葦
折

れ
ぬ
』に
し
よ
う
と
考
え
、…

…

戦
争
と

い
う
嵐
が
無
残
に
も「
考
え
る
葦
」を

折
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
点
に
重
点
を

置
い
た…

…

と
の
こ
と
で
あ
る
。

初
版
本
は
表
紙
に
文
字
を
入
れ
ず
、

「
ド
ガ
の
踊
子
」の
原
色
画
だ
け
で
、
扉

の
文
字
の
背
景
に
淡
青
色
写
真
に
よ
る

ロ
ダ
ン
の「
パ
ン
セ
」、
目
次
の
裏
に
パ

ス
カ
ル
の
言
葉
、
親
し
い
二
人
の
友
人

と
一
緒
に
写
し
た
も
の
と
絶
筆
の
写
真

を
末
尾
に
入
れ
、
極
め
て
粗
末
な
紙
に

印
刷
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

多
く
の
反
響
を
呼
び
、
表
紙
に
活
字
文

字
を
入
れ
た
り
、
末
尾
の
写
真
を
前
に

移
し
た
り
、
表
紙
や
背
文
字
を
三
井
氏

の
手
書
き
文
字
に
す
る
等
の
細
か
い
変

更
が
な
さ
れ
、
重
版
が
何
度
も
出
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
全
国
の
多
く
の
読
者
か
ら

本
文
中
に
出
て
く
る
日
記
も
是
非
公
刊

し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
に
応
え
、
敏
子

の
両
親
に
懇
願
し
、
日
記
帳
と
栗
生
自

炊
日
記
の
中
か
ら
ご
く
一
部
と
作
文
等

を
付
け
た
増
補
版
が
発
行
さ
れ
た
。
こ

れ
に
は
敏
子
の
女
学
校
時
代
の
友
人
矢

崎
澪
子
さ
ん
の「
真
実
へ
の
情
熱
」文

と
、
諏
訪
出
身
の
作
家
藤
森
成
吉
氏
の

跋（
あ
と
が
き
）、
三
井
氏
の「
お
ぼ
え
が

き
」も
書
き
加
え
ら
れ
た
。

大
月
書
店
か
ら
は
一
九
五
五
年
に
大

月
新
書
の
一
冊
に
も
な
り
、一
九
六
三
年

に
は
学
習
研
究
社
の「
高
一
コ
ー
ス
」別

冊
付
録
と
し
て
抄
本
が
出
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
童
心
社
か
ら「
若
い
人
の
図

書
館
」双
書
の
一
冊
と
し
て
、
新
し
く

『
葦
折
れ
ぬ　―

千
野
敏
子　真
実
ノ
ー
ト
』

（
三
井
為
友
・
編
　
初
版
一
九
七
三
・
六
）

が
刊
行
さ
れ
、
作
家
の
早
乙
女
勝
元
氏

が「
私
の
青
春
の
日
の
少
女―

一
読
者
と

し
て
」と
い
う
あ
と
が
き
を
寄
せ
て
い
る
。

敏
子
の
遺
言
に
も
な
っ
た
絶
筆
の
碑

を
建
て
よ
う
と
い
う
声
は
初
版
が
出
て

ま
も
な
く
起
こ
り
、
賛
同
し
た
上
諏
訪

の
笠
原
書
店
主
が
店
先
に
募
金
箱
を
置

く
と
、
多
く
の
人
の
協
力
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
発
行
元
の
大
月
書
店
社
長
も
必

要
経
費
の
半
分
以
上
を
持
っ
た
と
い
う
。

絶
筆
の
文
字
を
入
れ
る
こ
と
は
困
難

な
た
め
、
本
文
中
の
言
葉
を
組
み
合
わ

せ
た
単
純
な
も
の
を
石
に
刻
ん
だ
。
背

面
に
は
、
敏
子
の
略
歴
、
建
碑
の
い
き
さ

つ
が
書
か
れ
、
末
尾
に
は
、「
時
一
九
四

八
年
十
月
　撰
ハ
三
井
為
友
　書
ハ
鈴
木

竹
影
　刻
ハ
守
屋
由
吉
ナ
リ
」と
記
さ
れ

た
。

本
人
が
絶
筆
で
希
望
し
た「
学
有
林
の

泉
の
ほ
と
り
」は
、
富
士
見
村
所
有
地
に

あ
り
、
学
有
林
の
間
伐
材
は
学
校
の
薪

に
、
畑
は
食
糧
増
産
の
た
め
、
子
ど
も
達

や
先
生
が
耕
し
て
い
た
場
所
で
あ
っ

た
。
け
れ
ど
も
、
戦
後
、
開
拓
村
と
し
て

入
植
が
行
わ
れ
、
森
が
伐
採
さ
れ
て
大

き
な
畜
舎
が
建
ち
、
以
前
と
は
趣
も
変

わ
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
富
岡
分
村（
現

南
原
山
区
）共
有
地
の
氏
神
社
の
裏
手

（
現
南
原
山
区
グ
ラ
ン
ド
付
近
）に
富
士

見
小
学
校
を
望
む
向
き
で
建
て
ら
れ
た
。

後
に
、
台
風
被
害
で
氏
神
社
殿
崩
壊

に
よ
る
移
転
や
、
多
数
の
碑
文
拓
本
採

取
で
碑
面
が
摩
耗
の
た
め
、
碑
の
再
建

が
な
さ
れ
た
。
絶
筆
の
文
字
を
ブ
ロ
ン

ズ
の
浮
き
彫
り
に
し
、
一
九
六
五
年
泉

に
近
い
場
所
（
南
原
山
区
久
保
田
さ
ん

私
有
地
）
に
移
転
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
泉
が
埋
め
立
て
ら
れ
た
後

の
一
九
八
四
年
、
富
士
見
小
学
校
に
移

さ
れ
、「
葦
折
れ
ぬ
の
碑
を
め
ぐ
っ
て
」

と
し
て
、
敏
子
の
略
歴
と
記
念
碑
の
説

明
が
書
か
れ
た
副
碑
も
添
え
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ザ

開
館
を
機
に
、
噴
水
の
脇
に
建
て
ら

れ
、
公
園
整
備
工
事
中
は
一
時
解
体
保

管
と
な
っ
て
い
た
が
、
ゆ
め
ひ
ろ
ば
富

士
見
完
成
後
、
現
在
の
場
所
に
再
設
置

さ
れ
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ザ
に
再
設
置

後
、
令
和
４
年
か
ら
命
日
に
碑
前
献
花

式
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ

は
、
富
士
見
を
愛
し
た
千
野
敏
子
の
冥

福
を
祈
り
、
恒
久
平
和
へ
の
誓
い
を
新

た
に
す
る
も
の
と
し
て
、
町
教
育
委
員

会
関
係
者
や
町
民
有
志
が
参
列
し
て
い

る
。
今
年
も
、
八
月
二
日（
金
）に
開
催

を
予
定
し
て
い
る
。

・
真
実
ノ
ー
ト
　
第
一
冊

〈
S
16
・
8‒

S
16
・
11
　
17
才
〉

・
真
実
ノ
ー
ト
　
第
二
冊

〈
S
16
・
11‒

S
17
・
2
　
17‒

18
才
〉

・
真
実
ノ
ー
ト
　
第
三
冊

〈
S
17
・
2‒

S
17
・
8
　
18
才
〉

・
真
実
ノ
ー
ト
　
第
四
冊

〈
S
17
・
9‒

S
21
・
3
　
18
才‒

22
才
〉

新
た
な
碑
文
（
絶
筆
）

真
実
は
か
な
し
き
か
な
。

　
　
そ
れ
は
つ
い
に
反
逆
視
せ
ら
れ

最
初
の
碑
文

　

ば
つ

み
お

こ
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現時点での予定です。変更になる場合もありますので随時更新していきます。

企　　　　画時　期

8月

備　　　　考

炎の

夏休みボードゲーム

夏の縄文体験

ぼろ機織り体験

建館50周年記念②公演

建館50周年記念③上映会

絶対おいしい漬物講座

堰探検隊　程久保

青空ピラティス

スマホカメラ講座(仮)

建館50周年④講演会

漢の料理教室①

漢の料理教室②

ダンスワークショップ②

高原の縄文王国収穫祭

漢の料理教室③

建館50周年⑤音楽演奏会

野沢菜漬講座

建館50周年⑥座談会

文化財ウォーク

ペン字教室①

ペン字教室②

そば打ち講座

書初大会

ダンスワークショップ③

ドラマに習う手話講座

ゴタゴタしない！終活講座！

春休み子ども工作教室

小学生向け（jampopo）

縄文体験

ぼろ機織り体験

アートパフォーマンス「混沌の首」

「縄文にハマる人々」上映　山岡監督トーク

漬物（矢沢里子先生）

程久保堰（関先生）

北村皆雄　先生　講演

ダンス（講師未定）

収穫祭

交流音楽会（デーノタメ遺跡）

漬物（矢沢里子先生）

みんなで語ろう！井戸尻

内容未定

ダンス（NAOKI先生）

主　　催 実施予定

８月5日

8月3・4日

8月3日

8月3日

8月24日

8月23日

9月

9月

9月14日

9月21日

9月

10月

10月

10月19日

11月

11月4日

11月中旬

11月23日

11月

12月

12月

12月

1月

1月

2月

3月

3月

公民館

文化財係

文化財係

文化財係

文化財係

公民館

公民館

公民館

公民館

文化財係

公民館

公民館

公民館

文化財係

公民館

文化財係

公民館

文化財係

文化財係

公民館

公民館

公民館

公民館

公民館

公民館

公民館

公民館

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月
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教員時代の千野敏子

大月書店版

童心社版

最初の碑

富士見小学校へ移設の碑

　
富
士
見
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ザ

は
、
平
成
６
年
に
開
館
し
、
今
年
で
三

十
周
年
と
な
り
ま
す
。
町
の
文
化
発

展
・
文
化
交
流
の
中
心
拠
点
と
し
て
、

ま
た
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
も
多
く
の

町
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
施
設
で
す
。

　
建
物
の
前
庭
に
は
有
名
な
尾
崎
喜
八

の「
富
士
見
に
生
き
て
」の
碑
の
他
に
、

千
野
敏
子
の
碑
が
あ
り
ま
す
。

　
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
、
こ
の
碑

に
ま
つ
わ
る『
葦
折
れ
ぬ
』の
作
者
、
千

野
敏
子
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し
た
。

真
実
を
求
め
続
け
た

千

野

敏

子

千
野
敏
子
に
つ
い
て

記
念
碑
に
つ
い
て

碑
前
献
花
式

『
葦
折
れ
ぬ
』
に
つ
い
て

あ
と
が
き

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ザ
内
の
図
書
館
開

設
準
備
の
た
め
の
、
図
書
整
理
の
手
伝
い
を

す
る
中
で
、
千
野
敏
子
の『
葦
折
れ
ぬ
』の
こ

と
を
知
り
、
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
の

様
々
な
制
約
が
あ
っ
た
戦
時
下
に
あ
っ
て
、

真
実
を
追
究
し
続
け
た
千
野
敏
子
の
思
い
を

後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

特 

集

〈
参
考
資
料
〉

「
富
士
見
町
誌 

下
巻
」

「
葦
折
れ
ぬ 

追
想
」

「
夭
折
の
天
才
群
像
」

「
信
州
異
端
の
近
代
女
性
た
ち
」

「
世
界
平
和
へ
の
祈
り

　
　―

戦
後
六
十
周
年
戦
争
体
験
記―

」

「
写
真
で
か
た
る
二
葉
百
年
の
あ
ゆ
み
」

「
千
野
敏
子
メ
モ
リ
ア
ル
フ
ォ
ト
」

「
富
士
見
高
原
の
文
学
碑
を
訪
ね
て
」

「
富
士
見
高
原
愛
好
会
会
報
第
13
号
」

「
南
原
山
」

「
信
濃
毎
日
新
聞
（
Ｈ
29
・
10
・
31
）

　
（
戦
時
下 

千
野
敏
子
の
青
春
）
」

大
正
13（
一
九
二
四
）年
、
諏
訪
郡
上

諏
訪
町（
現
諏
訪
市
）に
て
、
両
親
共
に

小
学
校
教
師
の
千
野
俊
次
、
の
ぶ
の
二

女
と
し
て
生
ま
れ
る
。

諏
訪
高
等
女
学
校（
現
諏
訪
二
葉
高

校
）本
科
に
進
学
し
、
三
井
為
友
氏（
富

士
見
村
大
平
出
身
）の
授
業
を
受
け
、
三

木
清『
人
生
論
ノ
ー
ト
』の
輪
読
会
に
も

参
加
し
て
い
た
。
国
内
外
の
数
多
く
の

文
学
作
品
を
読
み
、
影
響
を
受
け
る
と

共
に
、
補
習
科
一
年
生
の
と
き
か
ら
、

日
記
と
は
別
に
、
自
由
な
思
索
を「
真
実

ノ
ー
ト
」と
名
付
け
、
書
き
始
め
た
。

昭
和
17（
一
九
四
二
）年
、
諏
訪
高
等

女
学
校
補
修
科
修
了
後
、
富
士
見
国
民

学
校
に
代
用
教
員
と
し
て
赴
任
す
る
。

栗
生
地
区
に
下
宿
し
、
自
炊
生
活
を

送
っ
て
い
た
。

昭
和
21（
一
九
四
六
）年
五
月
、
過
労

と
衰
弱
の
た
め
教
壇
に
て
倒
れ
、
八
月

二
日
　
腸
閉
塞
に
よ
り
22
才
で
逝
去
し
、

諏
訪
市
温
泉
寺
に
埋
葬
さ
れ
た
。
回
復

が
お
ぼ
つ
か
な
い
ほ
ど
身
体
が
弱
っ
て

い
た
の
は
、「
真
実
」を
追
い
求
め
る
あ

ま
り
、
戦
後
の
食
糧
難
の
時
代「
闇
買

い
」を
拒
否
し
て
栄
養
失
調
に
陥
っ
て
い

た
た
め
で
、
自
ら
に
厳
し
い
生
き
方
を

示
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
千
野
敏
子
が
、「
よ
き
友
を
得
た
い
　

真
実
の
世
界
に
住
み
た
い
　
こ
れ
が
、

現
在
の
私
の
最
も
切
な
る
願
望
で
あ

る
。
そ
し
て
私
は
い
か
に
す
れ
ば
、
こ

の
願
望
が
か
な
え
ら
れ
る
か
を
知
ら
な

い
。」と
扉
に
書
き
つ
け
た「
真
実
ノ
ー

ト
」は
、
終
戦
の
翌
年
病
に
倒
れ
る
ま

で
続
け
ら
れ
た
。

こ
の「
真
実
ノ
ー
ト
」全
四
冊
は
、
敏

子
の
死
後
、
両
親
の
意
思
を
託
さ
れ
た

女
学
校
時
代
の
恩
師
三
井
為
友
氏
に
よ

り『
葦
折
れ
ぬ
　
一
女
学
生
の
手
記
』（
大

月
書
店
　
初
版
一
九
四
七
・
九
・
二
〇
）

と
い
う
遺
稿
集
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

三
井
氏
は
、
パ
ス
カ
ル
の「
人
間
は
葦
で

あ
る
。
考
え
る
葦
で
あ
る
」と
い
う
言
葉

を
思
い
出
し
、
こ
の「
考
え
る
葦
」が
挫

折
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
か
ら
、
本
の
題

名
を「
真
実
ノ
ー
ト
」で
は
な
し
に『
葦
折

れ
ぬ
』に
し
よ
う
と
考
え
、…

…

戦
争
と

い
う
嵐
が
無
残
に
も「
考
え
る
葦
」を

折
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
点
に
重
点
を

置
い
た…

…

と
の
こ
と
で
あ
る
。

初
版
本
は
表
紙
に
文
字
を
入
れ
ず
、

「
ド
ガ
の
踊
子
」の
原
色
画
だ
け
で
、
扉

の
文
字
の
背
景
に
淡
青
色
写
真
に
よ
る

ロ
ダ
ン
の「
パ
ン
セ
」、
目
次
の
裏
に
パ

ス
カ
ル
の
言
葉
、
親
し
い
二
人
の
友
人

と
一
緒
に
写
し
た
も
の
と
絶
筆
の
写
真

を
末
尾
に
入
れ
、
極
め
て
粗
末
な
紙
に

印
刷
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

多
く
の
反
響
を
呼
び
、
表
紙
に
活
字
文

字
を
入
れ
た
り
、
末
尾
の
写
真
を
前
に

移
し
た
り
、
表
紙
や
背
文
字
を
三
井
氏

の
手
書
き
文
字
に
す
る
等
の
細
か
い
変

更
が
な
さ
れ
、
重
版
が
何
度
も
出
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
全
国
の
多
く
の
読
者
か
ら

本
文
中
に
出
て
く
る
日
記
も
是
非
公
刊

し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
に
応
え
、
敏
子

の
両
親
に
懇
願
し
、
日
記
帳
と
栗
生
自

炊
日
記
の
中
か
ら
ご
く
一
部
と
作
文
等

を
付
け
た
増
補
版
が
発
行
さ
れ
た
。
こ

れ
に
は
敏
子
の
女
学
校
時
代
の
友
人
矢

崎
澪
子
さ
ん
の「
真
実
へ
の
情
熱
」文

と
、
諏
訪
出
身
の
作
家
藤
森
成
吉
氏
の

跋（
あ
と
が
き
）、
三
井
氏
の「
お
ぼ
え
が

き
」も
書
き
加
え
ら
れ
た
。

大
月
書
店
か
ら
は
一
九
五
五
年
に
大

月
新
書
の
一
冊
に
も
な
り
、一
九
六
三
年

に
は
学
習
研
究
社
の「
高
一
コ
ー
ス
」別

冊
付
録
と
し
て
抄
本
が
出
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
童
心
社
か
ら「
若
い
人
の
図

書
館
」双
書
の
一
冊
と
し
て
、
新
し
く

『
葦
折
れ
ぬ　―

千
野
敏
子　真
実
ノ
ー
ト
』

（
三
井
為
友
・
編
　
初
版
一
九
七
三
・
六
）

が
刊
行
さ
れ
、
作
家
の
早
乙
女
勝
元
氏

が「
私
の
青
春
の
日
の
少
女―

一
読
者
と

し
て
」と
い
う
あ
と
が
き
を
寄
せ
て
い
る
。

敏
子
の
遺
言
に
も
な
っ
た
絶
筆
の
碑

を
建
て
よ
う
と
い
う
声
は
初
版
が
出
て

ま
も
な
く
起
こ
り
、
賛
同
し
た
上
諏
訪

の
笠
原
書
店
主
が
店
先
に
募
金
箱
を
置

く
と
、
多
く
の
人
の
協
力
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
発
行
元
の
大
月
書
店
社
長
も
必

要
経
費
の
半
分
以
上
を
持
っ
た
と
い
う
。

絶
筆
の
文
字
を
入
れ
る
こ
と
は
困
難

な
た
め
、
本
文
中
の
言
葉
を
組
み
合
わ

せ
た
単
純
な
も
の
を
石
に
刻
ん
だ
。
背

面
に
は
、
敏
子
の
略
歴
、
建
碑
の
い
き
さ

つ
が
書
か
れ
、
末
尾
に
は
、「
時
一
九
四

八
年
十
月
　撰
ハ
三
井
為
友
　書
ハ
鈴
木

竹
影
　刻
ハ
守
屋
由
吉
ナ
リ
」と
記
さ
れ

た
。

本
人
が
絶
筆
で
希
望
し
た「
学
有
林
の

泉
の
ほ
と
り
」は
、
富
士
見
村
所
有
地
に

あ
り
、
学
有
林
の
間
伐
材
は
学
校
の
薪

に
、
畑
は
食
糧
増
産
の
た
め
、
子
ど
も
達

や
先
生
が
耕
し
て
い
た
場
所
で
あ
っ

た
。
け
れ
ど
も
、
戦
後
、
開
拓
村
と
し
て

入
植
が
行
わ
れ
、
森
が
伐
採
さ
れ
て
大

き
な
畜
舎
が
建
ち
、
以
前
と
は
趣
も
変

わ
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
富
岡
分
村（
現

南
原
山
区
）共
有
地
の
氏
神
社
の
裏
手

（
現
南
原
山
区
グ
ラ
ン
ド
付
近
）に
富
士

見
小
学
校
を
望
む
向
き
で
建
て
ら
れ
た
。

後
に
、
台
風
被
害
で
氏
神
社
殿
崩
壊

に
よ
る
移
転
や
、
多
数
の
碑
文
拓
本
採

取
で
碑
面
が
摩
耗
の
た
め
、
碑
の
再
建

が
な
さ
れ
た
。
絶
筆
の
文
字
を
ブ
ロ
ン

ズ
の
浮
き
彫
り
に
し
、
一
九
六
五
年
泉

に
近
い
場
所
（
南
原
山
区
久
保
田
さ
ん

私
有
地
）
に
移
転
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
泉
が
埋
め
立
て
ら
れ
た
後

の
一
九
八
四
年
、
富
士
見
小
学
校
に
移

さ
れ
、「
葦
折
れ
ぬ
の
碑
を
め
ぐ
っ
て
」

と
し
て
、
敏
子
の
略
歴
と
記
念
碑
の
説

明
が
書
か
れ
た
副
碑
も
添
え
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ザ

開
館
を
機
に
、
噴
水
の
脇
に
建
て
ら

れ
、
公
園
整
備
工
事
中
は
一
時
解
体
保

管
と
な
っ
て
い
た
が
、
ゆ
め
ひ
ろ
ば
富

士
見
完
成
後
、
現
在
の
場
所
に
再
設
置

さ
れ
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ザ
に
再
設
置

後
、
令
和
４
年
か
ら
命
日
に
碑
前
献
花

式
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ

は
、
富
士
見
を
愛
し
た
千
野
敏
子
の
冥

福
を
祈
り
、
恒
久
平
和
へ
の
誓
い
を
新

た
に
す
る
も
の
と
し
て
、
町
教
育
委
員

会
関
係
者
や
町
民
有
志
が
参
列
し
て
い

る
。
今
年
も
、
八
月
二
日（
金
）に
開
催

を
予
定
し
て
い
る
。

・
真
実
ノ
ー
ト
　
第
一
冊

〈
S
16
・
8‒

S
16
・
11
　
17
才
〉

・
真
実
ノ
ー
ト
　
第
二
冊

〈
S
16
・
11‒

S
17
・
2
　
17‒

18
才
〉

・
真
実
ノ
ー
ト
　
第
三
冊

〈
S
17
・
2‒

S
17
・
8
　
18
才
〉

・
真
実
ノ
ー
ト
　
第
四
冊

〈
S
17
・
9‒

S
21
・
3
　
18
才‒

22
才
〉

新
た
な
碑
文
（
絶
筆
）

真
実
は
か
な
し
き
か
な
。

　
　
そ
れ
は
つ
い
に
反
逆
視
せ
ら
れ

最
初
の
碑
文

　

ば
つ

み
お

こ
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第５8回 富士見町総合文化祭 参加者募集

●芸術等・趣味の部

※その他イベント企画は、町公民館に事前にご連絡ください。

●俳句の部

氏名

●

●

●
　　　　　　
　　　　　
●
　　　　

●

作品展示祭　　１１月２日（土）～ ４日（月）
芸能音楽祭　　１１月３日（日・祝）　
作品展示祭　　富士見町コミュニティ･プラザ（富士見町公民館）
芸能音楽祭　　富士見グリーンカルチャーセンター
富士見町に住んでいる方ならどなたでもご参加できます。

９月9日（月）※厳守（郵送・ＦＡＸ・メール可）
作品展示部門…下記申込書に必要事項をご記入のうえ、町公民館へ提出してください。
芸能音楽部門…参加希望の方は、直接、富士見町公民館（☎62-7900）へ
　　　　　　  お問い合わせください。
９月20日（金）午後７時～　コミュニティ・プラザ２階大会議室

部門名

短歌の部

俳句の部

必ず短冊等で装飾してください。未発表作品に限ります。

季題は自由雑詠、未発表作品に限ります。

趣味の発表、情報交換の場としてご参加ください。
※１ｍを超える大きな作品等は、事前に町公民館にご相談ください。

絵画・写真・書道・華道・盆栽・手芸・彫刻・陶芸・工作・活動発表　ほか

趣味の部

芸術等の部

１人１首

１人３句まで

１人２点まで

１人２点まで

内　　　　容 出品数

住所　富士見町

切り取り線切り取り線

第５8回 富士見町総合文化祭 参加者募集

電話

種別

FAX

題名 作品数 点

作品大きさ 縦 cm 団体・グループ名横× cm（高さ ）cm

（たて書き、１人３句以内、季題自由）

1
2

3

番地

と き

と こ ろ

参 加資格

申込 期限
　

実行委員会

コミュニティ・プラザ内　富士見町公民館　〒399-0211 富士見町富士見3597-1
☎ 62-7900　FAX 62-7611　 Eメール kouminkan@town.fujimi.lg.jp

問申込

（あれば記入）

申込書（展示作品ほか）

各地区のサークル、学校、団体あるいは個人の方、お気軽にどうぞ！
文化協会加盟の方は、各加盟団体を通じて参加してください。

●作品展示部門

音楽の部

芸能の部

合唱・コーラス・吹奏楽・器楽演奏　ほか

舞踊・民謡・ダンス・詩吟　ほか

●芸能音楽部門

55 R6 . 8 . 1 44R4 . 8 . 15
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招
 待
 券

招
 待
 券

招
 待
 券

招
 待
 券

招
 待
 券

招
 待
 券

⇨右上の招待券を切り取ってお持ちください。町内1家族まで無料にてご覧いただけます。

■場　　所　富士見町高原のミュージアム（コミ･プラ2階） ■入館料　大人 300円、子ども150円
■開館時間　午前10時～午後5時（入館 午後4時30分まで） 　　　　　諏訪地域の小中学生は無料
■休 館 日　月曜日（月曜が祝日の場合は翌日）

博物館

博
物
館
企
画
展

博
物
館
企
画
展

問合せ　富士見町高原のミュージアム　電話 0266-62-7930

図書館イベント情報図書館イベント情報

博物館イベント情報博物館イベント情報

●8月18日(日) 図書館上映会

　「トムとジェリー ～ジェリー街へ行く～」

　「後藤吉久さんによるギャラリートーク」

　「げんきげんきノンタン　
　　～きらきらシャンシャンおほしさま～」

定　員：60名（先着順）
会　場：コミュニティ・プラザ　ＡＶホール
対　象：小学生以下　
※小学生未満は保護者同伴でお願いします。
　参加は無料です。
問合せ：富士見町図書館　電話 0266-62-7930

●8月10日(土) 後藤吉久さんによるギャラリートーク＆ワークショップ

会　場：富士見町高原のミュージアム
時　間：午前中随時
予約不要。入館料のみでご参加いただけます。　

　・「ワークショップ」　誰でも楽しめるインクアートを体験できます
　インクアートで素敵な世界をつくろう!
会　場：コミュニティ・プラザ　2階大会議室
時　間：午後1時～3時30分
※予約不要・参加費無料・出入り自由。お気軽にご参加ください

時　間：午前11時00分～（上映時間30分間）

時　間：午後1時30分～（上映時間60分間）

西條　奈加　著小説「バタン島漂流記」

　江戸時代。船大工を志すものの挫折し、水夫に鞍替え
した和久郎は、屈折を抱えながらも廻船業に従事してい
たが、ある航海の折、船が難破してしまう。
　大海原を漂うこととなった船乗りたちに絶望的な試練
が襲う。
　荒れ狂う海と未知の島、そして異国の民。史実に残る
海難事故を元とした海洋冒険小説。

富士見町図書館HP

☎62-7930（図書館・博物館）

図書館
博物館 コーナー
図書館
博物館 コーナー
図書館
博物館 コーナー ■開館時間／通　常・・・午前9時30分～午後6時

火曜日・・・午前9時30分～午後7時
■URL https://www.town.fujimi.lg.jp/site/library1/

新着おすすめ Book新着おすすめ Book

図書館

★電話・webまたはカウンターでご予約ください

8月 6日
   13日
   20日
   27日

   

おばけのおはなし
山のおはなし
おはなしいろいろ
野菜のおはなし・誕生会

　　　

午前11時～ 

8月 3日
  10日
  17日
  24日
  31日

夏の楽しみのおはなし
そらのおはなし
むしのおはなし
英語のおはなし会
今日のおはなしなあに

午前11時～ 

おはなし会（火曜日）おはなし会（火曜日）

おはなし会（土曜日）おはなし会（土曜日）「ふじみ子どもの本の会」ほか

長野県諏訪郡富士見町富士見 3597-1
コミュニティ・プラザ内  富士見町公民館
ホームページ：https://www.town.fujimi.lg.jp/site/kouminkan/
Ｅメール：kouminkan@town.fujimi.lg.jp

〒399-0211

No. 732
令和6年 8／1

発行　富 士 見 町 公 民 館
編集　公民館報編集委員会
　　　ＴＥＬ 0266（62）7900
　　　ＦＡＸ 0266（62）7611

コミ・プラ  マスコットキャラクター
『ホッホ君』

我
が
家
の
北
側
に
は
、
神
社
に
通
じ
る
隣
村
の
区
有
林

が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
恩
恵
を
受
け
て
き
た
。

そ
こ
に
は
樹
齢
１
０
０
年
を
超
え
る
松
の
並
木
や
直
径

１
ｍ
も
の
ケ
ヤ
キ
の
他
、
ク
ル
ミ
、
コ
ブ
シ
な
ど
の
大
き

な
樹
が
何
本
か
あ
り
、
そ
の
南
側
に
は
あ
ま
り
車
の
通
ら

な
い
農
道
も
あ
る
た
め
、
朝
夕
の
犬
の
散
歩
に
は
小
鳥
の

声
を
聞
き
な
が
ら
利
用
し
て
い
た
。
ク
ル
ミ
の
木
に
は
リ

ス
が
時
々
顔
を
見
せ
る
の
で
、
リ
ス
と
の
出
会
い
も
楽
し

み
の
一
つ
だ
っ
た
。
林
の
中
に
は
珍
し
い
植
物
も
あ
り
、
秋
に
は

キ
ノ
コ
も
顔
を
出
す
た
め
に
、
時
々
は
犬
と
一
緒
に
林
の
中
に

入
っ
て
そ
れ
ら
を
探
し
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
伐
採
業
者
か
ら
「
北
側
の
林
を
切
る
の
で
騒

音
が
し
ま
す
が
・
・
・
」
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。
間
も
な
く
通
行
止

め
の
看
板
が
立
ち
、
大
型
の
重
機
が
入
っ
て
伐
採
が
始
ま
っ
た
。

神
社
へ
の
参
道
な
の
で
、
せ
め
て
樹
齢
百
年
越
の
松
ぐ
ら
い
は
残

す
の
か
と
思
い
き
や
、
伐
採
業
者
に
聞
く
と
全
て
の
木
を
切
っ
て

整
地
し
、
カ
ラ
マ
ツ
を
植
え
る
と
い
う
。
　

後
で
聞
い
た
話
だ
が
、
皆
伐
す
れ
ば
国
か
ら
の
補
助
金
が
あ
る

た
め
土
地
所
有
者
に
は
費
用
が
掛
か
ら
な
い
ら
し
い
・
・
・

今
で
は
業
者
に
依
頼
し
て
木
を
切
る
と
、
大
き
さ
に
も
よ
る
が

１
本
何
万
円
も
か
か
る
と
い
う
。
一
方
、
最
近
は

ベ
ニ
ヤ
板
な
ど
に
加
工
し
た
り
、
チ
ッ
プ
に
し
た

り
と
樹
種
を
問
わ
ず
材
木
の
需
要
が
多
い
そ
う

で
、
早
朝
か
ら
大
型
の
ト
ラ
ッ
ク
で
何
台
も
運
び

出
し
て
い
た
。
そ
し
て
景
観
は
す
っ
か
り
変
わ
っ

て
し
ま
っ
た
。
伐
採
後
は
整
地
さ
れ
、
あ
ま
り
歓

迎
さ
れ
な
い
カ
ラ
マ
ツ
が
植
え
ら
れ
た
。

神
宮
外
苑
の
イ
チ
ョ
ウ
並
木
も
伐
ら
れ
る
こ
と

が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
富
士
見
町
で
も
大
規
模

伐
採
が
行
わ
れ
て
い
る
け
れ
ど
、
山
林
の
機
能
や

周
辺
住
民
の
要
望
を
無
視
し
た
施
策
に
は
疑
問
を

感
じ
る
。
ま
た
、
今
年
６
月
か
ら「
森
林
環
境
税
」

が
一
人
年
間
千
円
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

が
・
・
・
は
て
？
　

中
村
守
男

女学生時代の友人と千野敏子（中央）

日 月 火 水 木 金 土

コミプラ前の記念碑コミプラ前の記念碑

コミプラ開設時コミプラ開設時

白抜き …休館日　★印…イベント実施日　　 …20冊貸出

P2～3
P4
P5
P6

【特集】真実を求め続けた「千野敏子」
生涯学習課講座等年間スケジュール
第58回富士見町総合文化祭参加者募集
図書館・博物館コーナー

ご
た
つ

か
い
ば
つ

8
月

1
8

15
22
29

2
9

16
23
30

3
10
17
24

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21
28

公民館
インスタグラム 『後藤 吉久が描く絵と物語 ～ボクのひみつの森～』『後藤 吉久が描く絵と物語 ～ボクのひみつの森～』

期間：７月５日（金）～８月25日（日）
岡谷市出身の後藤吉久氏のアート作品を展示します。『ボクのひみつの森』という物語は少年の心の
奥底にある森が成長していくお話です。今回のテーマは『心の森』です。ゆっくりと物語を読みながら
作品をご覧ください。

『後藤 吉久が描く絵と物語 ～ボクのひみつの森～』

高原晴雨高原晴雨

9
月

3
10
17
24
31

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21
28

1
8

15
22
29

2
9

16
23
30

千野敏子 生誕100年千野敏子 生誕100年
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